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2026 年３月期 業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2025年５月15日に公表した2026年３月期の連結業績予想と実績値に差異が生じましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１. 2026 年３月期 連結業績予想と実績値との差異 

（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株 当 た り 

当期純利益 

 

前 回 予 想 （Ａ） 

百万円 

7,693  

百万円 

92  

百万円 

112  

百万円 

50  

円 銭 

35.22  

実  績  値  （Ｂ ） 7,825  137  158  65  46.42  

増 減 額（Ｂ－Ａ） 132  45  46  15    

増  減  率  （％ ） 1.7  49.0  41.6  31.8    

(ご 参 考 )前 期 実 績 

( 2 0 2 5 年 ３ 月 期 ) 
7,543  143  168  90  64.07 

 

２．差異の理由 

2026 年３月期の業績につきましては、中東情勢の緊迫等により燃料価格は高止まりとなり物価高

と相まって市場環境が厳しい中において、当社独自の基本営業（カスタマイズ提案＋定期訪問ＰＬ

ＵＳ）を定着させたことにより主力販売商品であるオイルエレメント、ワイパーブレード、バッテ

リー、洗車関連商品の販売が順調に推移いたしました。また、「業務レンタカーサービス」事業も順

調に推移し、売上高は予想を上回りました。原材料費の高騰や物流コストの上昇等による商品価格

の上昇は前年に引き続き多岐にわたりましたが、販売価格への適切な転嫁や仕入数量等を効率的に

コントロールしたことにより、株式給付信託の導入や人件費の増加、「業務レンタカーサービス」の

車輛増車等の費用の増加があったものの営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は

当初予想を上回る結果となりました。 

 

以   上 


